































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Sound, Voice and Music as Skills of Nursery School Teachers：
The Possibilities for Training Nursery School Teachers through 
the teaching of nursery and therapeutic music in Junior College 
Ryoko NAKATAKE
はじめに
　筆者は、平成15年度より、宮崎学園短期大学保育科において保育音楽関係の授業ととも
に、「こども音楽療育士」及び、「音楽療法士２種」取得のための授業を担当している。また、
本学付属の「こども音楽教育センター」において音楽教育及び、音楽療法の実践を行っている。
　保育の現場において、音や音楽は子どもの発達と密接に関係している。このことは、保
育の現場では、登園時から降園時まで音や音楽に溢れていることからも言える。保育の中
で音や音楽を使うのは、楽器を演奏することや、歌を歌ったり手あそびを行ったりするこ
と自体が目的ではない。対象となる子どもの心身の発達に合った遊びの中に音や声、音楽
を取り入れていったり、子どものあそびの中にある音や声、音楽を保育者が見つけてやり
とりをしたりすることによって、それらの音や声、音楽が子どもたちの五感を通して豊か
に広がり、結果として子どもたちの感覚や心身を豊かに育てていくことが目的であると考
える。日頃、筆者自身が音楽療法を実践する中で、心身の障がいのために、他者の考えや
思いを受け取ること、自分の周りの環境を捉えること、また、自分の思いや考えを表現す
ることが難しい子どもたちが、音や音楽の活動を通して表現の力を発揮していることを目
の当たりにしている。松井紀和は音楽を治療の道具として用いる意味について10の項目を
挙げて述べている（松井2000:2-9）。また、音楽療法で使う音楽とは、「人間の音楽的活動凡
てを含むものであり、後に明らかな音楽活動に発展するような幼児のリズミカルな運動、
発声、音を楽しむような反復行動等原始的な行動形態から、歌う、跳ぶ、はねる、楽器を
楽しむような音楽活動、さらに高度な芸術音楽の創造、演奏、鑑賞、舞踏等まで凡てを含
むものである。」と述べている（松井2000:12）。実際に筆者が音楽療法の実践を行う中でも、
対象者とセラピストがお互いに出す音や声、音楽、表情や身体の動きを言葉の代わりのコ
ミュニケーションの道具として使う。こどもの育ちは、障がいのあるなしにかかわらず、
すべての子どもに共通のものであることから、保育においても同様に、音や音楽を用いた
豊かな感性の育ちが期待できると考える。
　石橋裕子は、「子どもに意欲的な表現をうながすためには、保育者自身の充実した表現の
体験の積み重ねがなければならない。」（石橋2009:50）、「保育者は子どもと多くの表現を共
有する。こどもから多くの表現を受け取り、子どもに向けてたくさんの表現をするからで
ある。表現を共有しながら、子どもたちは、保育者の姿から多くのことを学ぶ。」（石橋裕
子2009:50-51）と述べている。子どもにとって、毎日出会う保育者の存在は生活のすべてで
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